衛星リモートセンシング活用転牧検知実証業務委託　仕様書
　
第１条　適用
　本仕様書は、「衛星リモートセンシング活用転牧検知実証業務委託」に適用するものとする。
　
第２条　業務目的
　本業務は、公共牧場において、衛星画像を用いたリモートセンシングによる転牧時期判断の技術を実証することを目的とする。
　
第３条　業務内容
　放牧草地の衛星画像から植生指数（Normalized Difference Vegetation Index（以下「ＮＤＶＩ」という。））を測定し、数値化することで、転牧時期を判断する技術を実証するもので、詳細は次のとおりとする。
　(1) 実証場所
　　　岩手県内の公共牧場の放牧地における特定の牧区とする。
　(2) 使用するソフト等
　　　衛星画像の取得及びＮＤＶＩの計算に係るソフトについては、実証期間中のライセンスを取得して行うものとする。
(3) 数値整理作業
　　　実証場所における令和７年度の衛星画像を加工し、ＮＤＶＩを計算する。
計算した数値は横軸が日付、縦軸がＮＤＶＩとなるように折れ線グラフで整理し、令和７年度の転牧日の記録と照らし合わせることで、転牧判断の基準と考えられるＮＤＶＩを推定する。
(4) 検証作業
　　　実証場所における令和８年度の衛星画像を加工し、ＮＤＶＩを計算する。
　　　令和８年度の転牧日におけるＮＤＶＩをまとめ、令和７年度の記録から推定された転牧の基準と考えられるＮＤＶＩと比較・検討する。
(5) 打合せ協議
　　打合せ協議は、着手時・中間時・成果品納品時の計３回とする。
(6) 記録・管理
　　公共牧場内での業務内容の記録・管理に要した時間等を記録すること。

第４条　成果品
　成果品は、衛星画像によるリモートセンシング技術を活用した転牧判断について実証した成果を、報告書として整理すること。
整理にあたっては、本実証において削減された作業及びその時間や、今後の課題等についても記載すること。
ＮＤＶＩの計算に用いた画像については、発注者が内容を確認できる形態にすること。
上記の他、業務の実績調書として、様式１～様式６に基づき整理すること。
以上を報告書として整理の上、２部提出すること。

第５条　その他
　業務の実施にあたり、疑義が生じた場合は担当者と協議を行うこと。


